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2025年大阪・関西万博パビリオン「電力館 可能性のタマゴたち」 

展示案内の多言語サポートについて 

 

2025 年 3 月 5 日 

電気事業連合会 

 

電気事業連合会は、2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）に出展するパ

ビリオン「電力館 可能性のタマゴたち」（以下、「電力館」）において、大阪大

学の言語サークル「GGC」および株式会社 PIJIN（本社：東京都千代田区、代表

取締役社長：高岡 謙二）の協力を得て、展示案内の多言語サポートを行います

ので、お知らせいたします。 

 

【多言語サポートの概要】 

電力館の入口に掲示する QR コードを来館者が自身のスマートフォン等の端

末で読み取ると、各自の端末の言語設定を自動識別し、各端末の設定言語に応

じて、展示案内や館内の注意事項が表示・音声再生されます。 

これは、株式会社 PIJIN が開発・提供する多言語表示サービス「QR 

Translator®︎」※1の実装と、大阪大学の言語サークル「GGC」に所属する各言語

話者が実際に翻訳・監修することによって実現したものです。 

専用のアプリ等は不要で、来館者は無料で利用できます。 
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［QRコード 掲示イメージ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［スマートフォンでの画面表示イメージ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

日本語          英語           中国語簡体字 

 

 

 

【対応言語：32 言語】 

日本語、英語、中国語簡体字、中国語繁体字、韓国語、フランス語、 

オランダ語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語、 

ロシア語、ベトナム語、ミャンマー語、タガログ語、インドネシア語、 

ヒンディー語、マラーティー語、タミル語、ウルドゥー語、モンゴル語、 

ウズベク語、ペルシャ語、アゼルバイジャン語、アラビア語、 

ルーマニア語、ハンガリー語、ラトビア語、リトアニア語、 

フィンランド語、スウェーデン語、デンマーク語 

 

 

 

①QR コードを各自のスマートフォン

等で読み取る 

②各自の端末の言語設定を自動識別

③各端末の設定言語に応じて、展示

案内や館内の注意事項を表示・音声

再生 
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大阪・関西万博は、160 を超える国と地域が参加を予定しており、来場者の

12％、約 350 万人が海外からの来場者と見込まれています※2。多言語サポート

によって、世界各国からの来館者に、パビリオンのテーマ「エネルギーの可能

性で未来を切り開き、いのち輝く社会の実現へ」を深く理解いただき、言語の

違いを超えて展示体験を楽しんでいただけるものと考えています。 

 

以上 

 

 

※1 株式会社 PIJINが開発・提供する多言語表示サービス。スマートフォン等での読み取り

によって、看板やパンフレットなど印刷された情報を、専用アプリのダウンロード等な

く簡単に多言語化・音声化できる。日本、アメリカ、EU、中国、韓国等で特許を取得。 

https://jp.qrtranslator.com/ 

 

※2 2025年日本国際博覧会来場者輸送対策協議会「大阪・関西万博来場者輸送具体方針（ア

クションプラン）第 5版」 

https://www.expo2025.or.jp/wp/wp-

content/uploads/expo2025_raijyoushayusougutaihousin_05_honpen.pdf 
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